
過去事例を引用した警戒の呼びかけ

～ 「自らの命は自らが守る」 社会を支える取組 ～

高松地方気象台

平成16年（2004年）台風第15号
（西部を中心に記録的な大雨）



(参考）平成16年台風第15号 （平成16年８月16日～19日）

8月16日にフィリピンの東海上で発生した台風第15号は、東シナ海から長崎
県対馬付近を経て日本海に入った。
多度津では8月18日に53.0ミリの最大1時間降水量、119.0ミリの最大24
時間降水量を記録した。

観測史上1位を更新した地点
（8月16日01時～8月19日24時）
最大1時間降水量

最大24時間降水量

土石流被害：大野原町
（高松地方気象台撮影）

台風経路図

18日09時
強い970hPa
35m/s

19日09時 強い
970hPa 35m/s

19日21時
975hPa 30m/s

香川県の被害概要（消防庁：平成16年台風第15号による被害状況（第13報）平成16年８月27日１0時
００分現在より）

死者5名、住家半壊4棟、一部損壊3棟、床上浸水13棟、床下浸水689棟

気象庁ホームページ 災害をもたらした気象事例（ https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040817/20040817.html）


